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Ⅰ．ま え が き  

水田のシロカキ時における増水は，眠られた時期に  

行なわれ，かなりの魔の水が必要とされる。既往の綱蕊  

資料から過闘80～120mln，柁巨ヨ100～180In－Ⅵ，音別く冒115U～  
1）  

250mmで全図平均はま00～15鋸n程度と一山▲応の目安は立て  
2）  

られており，若干の実測データも報じられている。しか  

しこの兇がいかなる乃至由によって産められたかは必ずし  

も‡明らかではなく，また実際♂）濾j捌こおいても判断に迷  

うことが多い。   

＊網澄研究の目的は，土性や地下水伎等，水田の立地  

特性とシロカキ用水魔との関係を把握することにより，  

シロカキ桐水魔がいかなる条件に支配されているかを明  

らかにし，同時にシロカキ時における水田の水収支機構  

を解明することにある。なお補論において，昭利30年代  

以降現在に至るまでの矢作川の河床低下およびそれに起  

因した地下水伎変動を各種の既存資料宣もとづいて分析  

し，本文の内容を補った。また＊銅盤研究は，矢作川用  

水池！文全体のシロカキ印水鼠を把潤するための基礎資料  

とをるものである。  

Ⅱ．調査地区の概要とその特性  

網窓は3地様について行をった。それらの概変と立地  

特性は以下の械をものである。  

l．調査地区の位置及び地理的・地形的灸件   

3地区♂）校閲図闇∵水閏用水における期別必要塀細腰  

の算蔑に関する研究」図7仙1による。   
昭和鮎ず6月30靂二l 貸埋  

＊現三貌大学駿学系大学院  
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鰐分類，透水係数，カンガイ期の地下水位の位置等の一  

覧を嚢朋1～3に示した。   

これらの嚢から，各地区の耕盤と考えられる第2屑よ  

り下の部分（心土）に，特徴的な差が認められる0この  

点については，土質分頬と透水係数の盲如、ら次にやや絆  

しく吟味する。  

ii．土■持分机   

各地区のJIS規格における礫，砂，シルト，粘土の  

含有割合と土質分頗を各層についてまとめたものが嚢叫  

4である。これらの数値を視覚的に理解するために，粒  

径加検地練と三角座標来示を用い，闇…1～5に示した。  

棒に図冊3からは，各地区のおおよその土質分類が，上  

郷矧真砂または砂鰐口ーム，高給鳳真砂質ロームまたは  

粘土質口血ム，村路地！夏シル日露ロ…ムまたはシルト質  

粘土ロ…ム及び粘」二であることがわかり，粒子は」こ郷，  

絡掩，相磯の川酎こ細かくなっていることが示される0   

ところが作士は上郷，高橋地‡夏が砂質ローム，村高地  

l．上郷地区   

欠作川右岸で，河口部より約30kmの所で，矢作川第二  

用水番茶地区の最上流部に位置する。以前の河遺部分で  

あり，血般に漏水用と嘗われる閏である。地形的には氾  

濫平野に属する。   

侶静穏地区   

矢作川左岸で，河口部より約16kmの析で，矢作川箪二  

用水事業地区の中流部に位混する。地形的には沖横平野  

に属する。  

Ili．村高地区   

矢作川着岸で，河口部からの鍾離は高橋地区とほぼ同  

じ位置にある。地形的には氾濫平野に属し，洪械台地と  

矢作川とに挟まれている。  

2．土  性  

i．土壌断面調査   

各地区の深さ方向の各層における土色，礫含有率，土  

炎－1土壌断蘭調査した郷）  

網 査 地 点 … 上 郷     耕作者   都築東胡    網離 ∴是冨   天候：噂   

網窓前の気候 三  崎            10α当りの平均収盈 8．5儀   

深  層  地  植斑  土  礫 A   土  山硬   透   

議 蛍   質  
水  

さ  番  下 水  物  分  
申度  係  

数   
（cm）  号  位  根紋  

色                                                 （％〉  頬  式（m一門－）  （c】れ／況）   

10  赤褐色管状    5Y ％     9  砂吊 り － ∴   15．8   
1．52×10州3  

斑紋  戴 異  4．67×10〉虻  
20  

30  溌更級が多く なる  
根の下限  

40  

50  

60  斑紋なし   10YRタ∫ 浅発褐灰  砂  8．2  1．38×10血】  

70  

80  
4  7．5YR％ 燈  砂  

90  
L98×10血l  

100  2．5Yタ∫    0   

幡衆褐  
砂  2．91×10仙2  

110  

6．53×10仰ぢ   
120 130 140   

※地下水位は，カンガイ期のものである（ダライ屑）。   
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嚢－2 土壌断面網窓（i鶴橋）  

胡 査 地 点       耕作濱 …磯村     1979年 11月16日   天候  噌時々 くもり  

地 形 …沖積平野 10α当りの平比       7．5～9．0依   

深 層 地    植斑  土  礫 A   土  山破  透   

さ  希  下   物  議 腰   質  
水  

水  
中度  

分  
係  

（cm）  rニ】 フ亨  位  根奴  色  （％）   

致  
瑚  式如雨  くclれ／s∝）   

10  イネの根 存 在    2．5Y％ 黄褐色  0  砂鰐 口 ー ム   14．3   4．45×10叫4  

20  
9．73×10－6  

2．5Y％  

30  7．5Yiiタ扁  
灰・明渡閥   

同」二で層状  ロ  ロ   ー  ム   22．3  6．34×10押8  

ダラ イ層  

40 50 60 70   2．5Y ％ 晒 灰  0  粘土質ローム   18．2  1．05×10…3   

泰－3 二！こ壌断面綱査（柑高）  

1979年  r   

調 査 地 点‡付 高     耕作者 至近藤源血       網窓口妻ユ川17日   棚室ぎ冨吾   

銅盤前の気候 晒     地形；氾濫平野     ユ0α当りの平均収j級  8－3俵   

ヾりぢ f水  層  地  橘斑  土  礫  ノ仝、   土  山硬   
‘こう  

さ  替  下   物  欝  水  

水  
j蕊  中度  

分  
係  
敗   

（em） 号   位  根紋  色  （％）   翔  式抽   

7．5Y％  7．95×10】＄  
10  黄泉（桑賢灰）  2  ロ  ・－  ム   10．4  

3．25×10山6  

20  根の下関   7．5Y タf  10  砂萱鐸 口 岬 ム   18．6  8．00×10W5  

30  
4  

40  
5  

7．5Y ケr    0  シルト質   〃   7．5Y ％  0  シルト鰐口…ム   17．3  3．36×10【4      〃             帖土＝叫∴   12．1  1．26×10】】㊦  
50  

60  土   19．4  7．22xlO｛7  

70  ダラ イ層  

80  
7．5Yタざ  シルト質  

90  0  13．6  
罵  粘土てコ仰ム  

l00-- 
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嚢－4 」ニ 欝 分 類  

土  シ ルト  砂  礫   J   

t’ 

0＞   0，005～0．  0．074～2  2＜   土   

作土ほ   2  27  63  8  砂  

上  2  26  62  10  

2   5  18  66  11  

3   1  0  68  31  

4   0．5  0．5  66  33  
郷  1  3  96  0  

6   2  36  62  0  砂   

作土は   4  43  53  0  

rl甘J  〃 ∩り   3  45  52  0  

2   6  30  64  0  

橋                                                                                       3   

5  46  48  1  ロ  

4   26  39  35  0  粕」   

作 土   9  46  43  2  †コ  

柑  3  21  66  10  砂  

3   5  57  37．5  0，5  シル  

4   17  53  30  0  

5   18  63  19  0  シルト  

高  6   33  49  18  0  穐  

7   26  57  17  0  シルト   

IS規格  

鰐分類  

日本農学会  

法 分 類  

礫まじり砂土  

砂   土  

壌   土  土質口鵬ム  

砂 壌 土  

礫まじり砂」二  

砂  ニヒ  

壌   土  

崩 壊 土  

レト鰐口叫ム  

ト馴占土ローム  

卜質粘土ロ】ム  
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（二二二）丹荊  

0．0】  0▲1  

粒＋ほ」闘‡）  
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（）  

l；蜜㌔一重   

盲）；紗賢祐jこ   

（：；シル巨浄粘土  

d：抄質紬豆ニロー…ふ  

¢；軍㌔ii二賛ロ…ム  

50   

シルト  
1飢  

・、、   

r；シル！、驚粘土ミコ＜仙ム  

g；砂  

】】；砂乍考ロ…ム   

l． ＝∴   

j；シルト賢口仙ム  

ト11  1山  

シルト  ど％）   

‡ヌト5 ．耕鰯の土潤   図岬3＋各地掟の土督分類」三角塵磯  
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水係数が小さくなってお隼，“で述べた土慄と対応して  

いることがわかる。   

また，深さ方向における透水係数の値を3地！真につい  

て比暇したものが，図血6である。この侯＝こおいても，  

肛で見た作土，柳票差♂）土性が3地重賞とも相似しており，  

それらとよく対応していることがわかる。特に桝曇纂の速  

水係数はほぼ等しく，一般に良好な緋曇羞の通水係数の穐  

閻（1×10‾4～10肋5cm／双C）にあることほ，注目してよ  

い。   

心土の透水係数では，3地区の通いが大きく表われて  
－1  －2  

いる。上郷地区の耕裏下の透水係数は，1×10～10  

cm／secであり，以汚行の河道都分であることからも考え  

て，川砂のすぐ」こに桝索是，作土があり，一一般に漏水閏と  

漂われていることを盛付けている。  

区がロームとほぼ似かよった士であり，また料金漫（第2  

層）については3地層とも砂鰐口ームである。このこと  

は柳盤以上の土に，各地区の大きな相遡が認められない  

ことを示している（‡詞仙4～5参照）。  

‡ii．通水係数   

泰山1～3に各層の変水位透水試験の結栄を示した。  

これらの数値より，各地区の全体の速水係数を計算した  

結紫が泰山5である。嚢より上郷，緻掩，村商の咽で透  

義一5 各地区の透水係数  

図山6＋深さ方向における透水係数   
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嚢－6 地下水位と浸透形態  

上  郷  高  橋  村  高   

耕盤から地下水位  
までのキョり（cm）   

75  10  30   

土質分翔  
砂  

ルト紬：ロー  
ローム  

（tJIS規格〉  

射  
毛管上界高  200～300  200～300  

（cm）  

開放・閉鎖浸透   開放  i羽鎖  閉鎖   

5i  

物による穴等があると嘗われていることから考えて，上  

郷地区のシロカキ将における地下浸透盟は，かなりの厳  

になることが予想される。  

3．調査時点の環境轟件   

以上述べてきたことが，網変地一夏の概要とその締性で  

あるが，ここでは今l亘】の網盤に限っての3地l墓の相違点  

を列挙する。  

i．調査時期と降雨状況   

衆…7に各矧真の嗣恋時期を，泰山8にそ瑚賄針㍑揃  

10自問の降雨状況を示したの  

iv．そ の他   

土質分類等と関連して，各地属の地下水位の位置との  

関係について考えてみる。す射っち，耕盤より上の水と  

地下水とが水理学的に連続しているか否かという問題で  

ある。それには耕麒と地下水位との深さの差と，毛管水  

上界高との関係について調べれば良い（衆洲6）。   

嚢より高橋．柑高地区では水理学的に連続であり閉鎖  

授通であるのに対して，上郷地区では柳腰か㌃下方で瀾  

放浸透を生じており，カンガイ水の地下浸透に対して耕  

盤の透水係数が支配的となっていることが読みとれる。  

また，一般にシロカキ前の緋鰍ま，キ召勘 小軌物及び梱  

嚢－7 綱 蕊 時 期  

甚ii前へ＼遇墜  

シ ロ カ キ  6ユ 0   

中 干  し   7月26日   7月26日  

落  水   11月16日   ‖」＝虻＝   
月l；1 ：45  5メ㌻弓31【ヨ 20：20  5月27EllO：30  5j三j25日 9：00   ～6月2日 5：00  ～6月ilヨ12：30  ～ 雷電j 16：30  ～ 間 13：00                         11月17日  

（注）上郷（その2）鳳夏は，シロカキ用水嵐の測走は行ったが，ll，qの沸憶透しておらず，また土壌断  

面等の立地棒使の把蘭がト分でをいことから．今即）報告では特に動資しなかった0  

嚢－8 降 雨 状 況  
シロカキ期  

ブヨ  i‡l   

樺   戸‡衰  

5／1516 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 316／1 2   

LO 9．0 0  0  0  0  0  0  0  0  0 8．0 0  0  0  0  0  0  0  

中辛し則  

7／1617 18 19 20 21 22 23 24 25 26   

0 56．8 0  0 2．8 0  0  0  0  0  0  

月   日   

降   戸す弓  

落 水 期  

11／も 7  8  9 10 1112 13 14 15 16 17  

0  0  0 0．5 7．0 0  0  0  0  0  0  0   

ノ∫  iヨ   

降   雨  
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を求める。  

また，調査lヨの両横Aを測厳によって計測し，q班  

咽路  Q′／Aよりその網恋Ⅲのシロカキ用水幾qを求める0水  

はりの終手時点は，地元の関係者の判断によった0  

排水柏  

2．蒸発盈（E）  

水はり開始から終了までの地上面からの蒸発兇は，愛  

知県央作川祁水耕川管理魔磯漸の恭凝甘摘那紺直を用いる0  

】 

G  

枇 シⅧカ別冊摘  

lこ；基 党 宗主  

1－：水ほり水濁  

－＝ ±㍍射酎l‡駁  

G；地肌ド浸i曳き注  

q霊Eすh∴寸lヰG…………＝＝   

図－B シロカキ用水放と水収支機構  鰐ト7 調闇汁射薔辺蘭l  

l上 関摘潤の状況  

図〟7は，各地区の網恋闇周辺の状況である。上郷地  

区は聞陛がまだ水はりをしておらずシロカキ前の状態と  

しては，適切なものと貰えるじそれに対して商胤村  

糾也区は，周閲の田が既に水はりを終えており，ケイハ  

ン授逆等の械からの浸透水によってかなり網澄田内の土  

が湿った状態にあり，上郷矧夏との比較に際して異った  

条件下にあることがわかる。  

乱 シロカキ用水盤と水収支機構  

シロカキ用水兇とその水収支機構を示したものが図州  

8である。（A）式におけるそれぞれの測志方淡を以下に述  

べる。をお，ここで使用する猪魔の単位楓すべてn－m（水  

高）で表わすことにする。  

j シロカキ用水盈㈹   

綱変l当用水路側の水口に，図…9のよう針三角ゼヰを  

言受置する。水はり開始から終了時までの，商計㈹とその  

時間汀）とを測愛し，実験室での検定依より総流入魔Q′  

いlこ1－  

図脚9 三角ゼキの設i馴崇主  

水はり垂11i  水ほI）接  

n】；液相準の変化灘  

図州10 二土規増価l鼠グ）模式図と三相分布   
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3．水ばり水深㈲   

水はり前に41れ方眼で閏蘭考渾度をレベル測温により  

計り，同じ位置で水はり終了時の水面高を計った。よっ  

てこれら♂）発から水はり水深llを求めることができる。  

ただし，高橋地区での水はり綾の水面高測定は2点だ  

けである。  

4．土湿増加登（q）   

水はり前後の士磁場紬幾qほ∴図十0からわかるよう  

に三相分弟‖こおける液相率の増加分に作土樽をかければ  

求まる。   

許料撲塀の方法は，網澄田而を等分割し（上郷矧Ⅹ9  

分別，高相側蘭8分別），その中心点で水はり前後の作土  

の上臥 下メ馴こついて渾肉サンプラー2個ずつを採取し  

た。またそれぞれの点において作土摩を竹尺で測愛し  

た。  

5．地下浸透螢㈲   

以上の測定によってQ，E，Il，qが求まり，図－8  

の（A）式より地下浸透数Gが求まる。ただし，詮；j乳柑高  

地区では隣接！ヨヨかちの械浸透が考えられ，また上郷地区  

では隣接閏への浸出水が考えられることから，水はり前  

にアゼ漁りを行なった。   

なお今i司の調査で3地1真についてシロカキ川水蕊を測  

嘉したのであるが，村高地l真については準備不慮のため   

ll，qの測麓ができず地下浸透駿Gを求めることができ  

なかった。  

Ⅳ．測 定 結 果   

l．シロカキ用水盈幻〉   

各地区のシロカキ用水魔の測定結果と計錮吉果を，裁  

㈱9に示す。上郷地一夏のシロカキ用水蒐は他の地区と比  

べて大きな偶となっていること，そして他の地区のそれ  

は，′L‖′‖一般的な水灘のシロカキ用水兇の下腿儀100m。、にす  

ら満たか－小さを値であった。   

2．濱発盈（E）   

各地区のそれぞれの水ほり期間における，蒸発二級の磁  

を示したものが栄一10である。これらの低から，シロカ  

キ用水兇全体㍑及ぼす影響は，ほとんど無税できるもの  

と考えられる。   

3・水はり水深佃及び土湿増加盈（q）  

」ニ郷，品槽地区における，作士摩 水はり水深，増水  

前後の土中水分及び土湿増加魔を示したものが，表側11  

である0上郷矧g，高橋地区のそれぞれの平均値につい  

てみてみよう。   

水はり水深は，耐也区の作土摩が上郷他覚176叩裔  

嚢－9 シロカキ用水魔の結果  

㌻盲叫㌦～」軋」至 上   郷  i室汚   総   村  一号く．j   上郷（その2）   

観  測  日  6月ll〕～2日  5月31日～6月11ヨ  5 月 27 ‖   5月25日  

ホ  燭  E〕ヨ  

53・i）－1            5－1▲S－7－      巨ヨヨ   

南 柏 A（11f）  954  1，355   1，485   914  

総流 

Q′ 
309・21   31・11   102．89   15．74   

Qm）  
324  23   69   17   

備   考  
はま は 
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衆－10 茶多逢魔の結果  

表－11水はり水深と土湿増加魔の結果  

土 

（m 
く 

（mm） （mm）ヴ（mm）   

上郷1   200  72  42  106  64   

2   150  70  35  76  41   

3   200  52  40  103  63   

4   210  72  62  108  46   

5   120  31  25  62  37   

6   200  1き  53  107  54   

7   200  13  53  104  51   

8   120  29  26  65  39   

9   180  6  45  94  49   

計   1，580  363  381  825  444   

平 均   176  40  42  92  49   

高橋1   220  18  155  137  酬18   

2   220  37  118  136  18   

3   220  45  105  136  3l   

4   230  43  1姐  146  5   

5   200  28  117  124  7   

6   220  45  112  133  21   

7   230  38  137  141  4   

116  123  7   

1，740  305  l，001   1，076  75   

計                 平 均  218     38  

8  200      51  

125  135  9   

違いは，作土悍の違いから生じている。  

4．魚雷†及び地下浸透螢匿）   

これまでの測定結果をまとめたものが，嚢仙12であり，  

上郷，高橋地区についての地下浸透魔暗が求まる。この  

泰より，上郷地区のそれは231mnlとかなりの凝であるの  

に対して，高橋地区のそれは選に負の低となっており，  

耕曇豊から水がわいていたことを意味している0しかし，   

橋地区218mlnと約40mmの凌があるのに，ほぼ等しい俄に  

なっている。水はり終了時の目安となる適切な水はり水  

深が確保されたかどうかという拳から考えると，地元瀾  

係省の視覚的な判断はかなり厳格なものと考えられる。   

土湿増加魔は，上郷地区の50汀】mに対して∴敵橋地‡gの  

9Iれmと約5倍程度の差がみられる。この差については彼  

の考察で絆しく述べるが，隣接関の状況の違tlが引き起  

こしたものと考えられる。また水はり彼の土中水分厳の  
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貢；）  

水がわくという現象は品椅地区の機合適■切ではなく．そ  

の原図は測定上の誤差等によるものと考えられる。この  

点については後に考察でふれる。  

袈－12 結果の簸計嚢  （mm）  

Ⅴ．結果の考察   

l．立地特性とシロカキ用水魔の関係について   

シロカキ用水澄Qを構成している要索（E，h，q，  

0）と立地棒憾との関係を調べ，立地特性の適いがどの  

蓼寮に影響を及ぼしているかを吟味する。   

妻．…賂孝を魔（E）   

蒸発腰は，気温，天候，湿度，生脅している植物糠  

等の影響を受けるが，ここで対象にしている矢作川用水  

地区の柁‡諸においては，気温，天候，湿度の速いはほと  

んど無いと考えられる。また，シロカキ時はまだ稲は生  

育しておらず，植物様による遵は建てこない。また，Ⅳ  

－2で述べたようにその澄もシロカキ用水兇全体からみ  

るとそれほど蕊翠な質素ではない。以上のことから蒸発  

腰Eは，立地特性から独立して考えることができ，その  

儀は2～3mm程度とみなしてよい。  

l】．水はり水深掴   

水はり水深そのものは，立地特性とはなんら関係が無  

く，鹿家の人の視覚的，経験的判断に左右されるもので  

ある。その儀ははっきりとはしていをいが，今l司の嗣  

窓においておおよそ40mm程度ということがわかった（上  

郷地区40m‡れ，高橋地区38mm）。  

Iii．よ混○）n蕊（q）   

土湿増加螢qは立地特使（特に土性，地下水位の位  

置）に産着される。ここでは水はり前後とゆ干し期，  

落水期の三相分布の変化と関係づけながら，土闇磯棚】魔  

の違いを考えてみる（閉脚11，泰山13）。   

土瀞哲カ【】兇qとは，三相分布からみれば聞糠廉（気相  

－ト液相）を水で満たすのに必要となる盈である。このこ  

とから考えると，高橋地区では水はり前において既  

に水分飽和の状態に近いため土湿増加魔（1は，少魔にお  

さえられた。それに比べ上郷地区では，水はり前後の液  

相率の養が25％と大きくqの砥がそれだけ大きくなった  

といえよう。2地区の適いは隣接田の水はり状況の毅  

を反映したものである。   

ところが剛也区の聞相欒に注目するとほぼ等しい。  

これ札】ト1－巨iで述べたように作土の土質が等質  

であることと対応する。すなわち，高橋地区の水ほり前  

における酒粕率は，隣接灘がまだ水ほりをしていない時  

には，上郷地【gとほぼ似かよった値をとるのではをいか   

上郷高橋村高 
）   

シロカキ用水腰    324  23  69  
Q  

17   

蒸 発 兇   
E   

3  2  3  2   

水はり水深    40  
38   

土混増加吊    49  
9   

地下浸透蕊   
232 O 26 -- 

G  

袈－13  三相分布の変化   

水はり前  水はり後  中予 し  落 水   

上  4．7   7．7   9．2  

液 相  23．9   51．7   48．0  43．3 

郷   43．6   44．3  47．5   

r雪ぎj  1．2   9．2   3．7  

液 相  56．4   60．7   49．9  52．7  

橋   38．1   40．9  43．6   

水ほり事‡if   水ほり筏  

【裏ト11三相分布の変化  

注） 補論f2）HW猟L∴よると，昭柑50年2月の時点で雌鳥  

矢作川下流域の減水地域は潤められていない。ただ  

し高橋・柑商地援は地下水絃と現地盤との差がIm   

未満の地域に属している（僕ト20（その3）参鰻）。  
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められたものであることから，その原図として考えられ  

るいくつかグ）問題を吟味する。  

（ア）流入蛍Qの測定誤差   

三角ゼキの沈み顆り猥差は大きなものとは考えられず，  

実験室での検産もかなりの相磯があることから，誤差の  

発生は無視できる。  

（イ）両脚陳瀾からの地下浸透   

僕ト12および表－15の計算結果より，両側水田からの  

地下浸透の兇楓 24mmに比べると非常に小さいので，ほ  

衷－14 仙・般的な三相分布とょ漫欄加威  

という予測が立てられる。   

そこで図m－11に示したように，申子し期，落水期の三  

和分布から，高橋地区の水はり前における三相分布の推  

産を試みた。しかし，上郷地【真の結果をみてわかるとお  

り，水はり前とはかなり違っていたため，今桓】の銅盤で  

はその維走破を子等ることができなかった。そこで，山  

般的な水閏の水はり前の三相分布と上郷，捌喬地】真の  
郎  

それとを比較してみた（凄仁一14）。この嚢より，土混用加  

盟qの概算値が40】封m程度であることがわかる。   

なおここで注意しなければならをいこととして，地下  

水校の問題がある。これまでの考察では，水はり嗣にお  

ける地下水位がある程度低い（戯低1m程度）ことを嗣  

捷としていた。もし，非カンガイ期の地下水位が高く，  

水はり前の作土がか怒り湿った状磯であれば，土湿増加  

凝〔】は40ⅠⅥln以下となる均含もありうる。   

以上のことをまとめると，土瀞酎蔓†蕊qは立地揮性に  

影響透れるが，それは主として地下水位の高低によるも  

のであり，土性による影響は少ないと考えられる。その  

諭般約概算値は40日lm粗壁と考えてよい。   

Fv．地下浸透腰忙）   

シロカキ用水盟Qの各翠寮の内で敢もその影響度合の  

大きいものが，地下浸透魔Gである。ニのことは，地下  

浸透二駿Gが立地特使と深い係わり合いがあることを示し  

ている。以下において，高橋地区の負の債の掩対，地下  

浸透放と立地特性の関孫，地下浸遥ま宕との産兇化の問題に  

ついて考察する。   

a．i琵絹地区のGの負性について   

衷M叩12をみるように高橋地一夏の地下浸透遮Gは，免の  

低（026m汀｝）とをっている。ニれは，Gそのものを夜桜  

に測達したのではなく，他の4つの測遠から掛接約に求  

作   土   心   二i二  

気相 液相 捌こ冒  気相 液相 圃相   

水  

2  19．5 44．2 36．3  14．5 33．2 52－3  

什1   

番  

5  22．7 39．0 37，9  18．2 33．3 48．5  
l：：1  

平均  20．5 41．5 37．9  16．2 32．5 51．4   

厚   さ  20 cm   30 cln   

土湿増加l厳  40 mrn   45 田Mm  

．）‖ ：  い  

【薫トi2 隣接】神町地下浸牒瀾  

袈－15 浸透魔の計算  

巌  

浸透面棒  浸透羞とQ  

（ニVAt）   

時   fi∃】  浸透路艮  

ゼ（clⅥ）  A（c汀f） ∋l（sec）  

0．102×10鵬ヰ   

0．038×10仙4  

流 入   

流 －1い．：■と  108，400  

諷意！j二董に貯留された】Sノ藍Q£ニQl…Q2㌫略500酬24，110ニ22，390（cnデ）   

水深にすると，Q′ニQ／A：＝22390／1，355×107＝＝1，65×10【3（cm）  

ニ1．65×10血2（相和） ≪24【警－1m   

（注）絆訊こついては，グルシ…の法則を適川㌻したが，実際には不飽朝浸透と考えられるので，計算結果よりも′トさ  

い放と予想される。   
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これまでの考察から，いまシロカキ用水魔を100汀】lⅥ，14  

0汀ml，200汀肌1（湿任L 乾田，漏水闘の山般的平均値ふ薫胡  

散嵐3nlm，水はり水深40mm，作土土琵琶邦紬【l魔40汀】m，心土  

とんど影響のないものとみなせる。  

（ウ）地表水の流人の影響   

綱蕊時において，隣路側からの地表水の流人がない様  

に水はり前にかなり念入りにアゼ塗りを行った（＊栄な  

らばピニ肌ルシートを哩言受して，ケイハン没逮を防ぐこ  

とが望ましい）。しかし，アゼ塗りを行をったのは夕方で，  

水はりを開始したのほ，‡］が暮れてから行なったために   

地表水の流人が防止されていたかどうかについての碓認  

が完全にをされなかった。これちのことからト上流側の  

隣接牒からの地表水の流人がまったくなかったとは薔い  

きれない し‡こ籠酬箪接閏は，詔瑠窓期i断f＝瀾水していた）。   

回 初期水はり水深の存在   

図一‖より高臓灘層状凋法服，水はり前において既  

出緋射l〕の水分地利に近い状態であり，水はり前におけ  

る初期水ほり水澤の存在が予想される。  

（オ）水はり綾の水面高の測是力感   

水はり後の水面高の測定は，2点しか取らずその代表  

値としての誤差が影轡したおそれがある。   

以上のことから，高橋地区の地下浸透魔Gの隊阻ま，  

（ウト桝の蝶l封が総合されたものと考えられる。  

b．地下授う愛敬と立地特性について   

3地区の立地特性の大き引こ【ヨ遜は納金注以下の心土の土  

壌構過と地下水位にあった。またシロカキ用水蓋吏を大き  

く左右する紛寮は，地下浸透魔Gである。この二つのこ  

とから，地下浸透蕊Gを決意するものは，心土の土壌構  

造と地下水位にあると考えられる。  

の液相変化率15％，地下水位上昇30珊 と促産して，心  

土以下への地下浸透退廷G′を計算したものが嚢…16であ  

る。  

袈－16 地下浸透まi吏G′の試算  

＼溝崩  

区分  榊蒸発きⅠと  仁     温＋頼  100警     陀 川  140  3  40   40  溢水は  緬 巨200  

すなわち湿田，酔瀾，漏水‡玉をどの水川‡哀分は，こ  

の嚢中のG′の俵の違いに反映しているのである。ただ  

し，湿田の場合G′が028rnmと計算されて妄勇水地である  

ことを示しているが，・掛に湿田が湧水地であるとは限ら  

をい。地F水位が水はり前からかなり鉛㍉場合，」二湿増  

加兇および地下水位上界魔の減少がおこり，G′の暗が  

正とをることが考えられるのである。   

今‡戸1の調査では，水はり前後の地下水位の確認および  

水はり滴Ⅵ心土の三相分布の把握ができなかったために，  

はっきりとした数値で検討ができなかった。  

2．作土厚の変化の影響について   

水はり前の作土は，十分に柳転されて空糠骨拶く，大  

】』粗（土塊）の発遵がみられる。そこで…・般に言われる，  
7）  

降雨やカンガイ水による大‡那立の崩壊現数が起こると考  

えられる。   

作土J盲箪の測定は，水はりil抒におごなったので大闇穐  

の崩壊によって作土厚が変化すると，水はり水深とょ湿  

腺拙鋸瑚鉦撒翔があり，この2つの偶の関係について  

吟味するひ  

】．作土の収縮，膨潤について   

上のことを模式的に表わしたのが箋烹卜14である。土  

粒子の体植が変らをいと仮定すると，作土厚の収縮を意  

カンかイ期削】、【歌†占 

】心L土混神川l筑  
井キンガイ期抽斗牒雷・   

l鮮血j3 地1㌻授j整うi吏と肱ド水位二の変写ヒ   

C．地下浸透戯とGの売腰化について   

以上の考察を踏まえて，地下浸透威Gの定規化につい  

て考えてみる点   

図冊13の様をモデルを考える。ニのi馨】より，地下浸透  

彪吏Gほ地下水位上界による心」二の土子屁増加ぷ吏q′と心ニヒ  

以下への地下浸透萱紘G′ に分けて考えることができる。  

注）綱琶紬2卜iiによると－渇水期とう馴て期の地下水位の   

差が∴略和相称賂－れ，榊i】47年53cmという紹架が得  

られ・rいる。この発の一〟・i写‡；がシーコか㌢期に上挙～・する  

ものと考え．ここでは椎覚依30珊を与えた¢   
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味していることがわかる。これは，水はり前後において，  

同体碩中の上牧子割合の変化が生じており，三相分布に  

おける圃相率の変化をみれば，その程度を把接すること  

ができる。   

ヒ郷，高橋地区について水はり前縁の閲相率の比を  

計算した結果が嚢…17である。αの檎は，上郷0．861，  

i鶴橋0．983であり，上郷においては，かをりの作土の収  

縮が起こっている。また高橋地l真の0．983はほとんど1に  

近く水はり前後の作土の収縮1腰儲がなかったことを蔑  

嫁するが，これは水はり前の状態がかなり湿っていたこ  

とから考えてト既に大層憾の崩壊が起こりそれ以上の作  

土グ）取締がなかったからであろう。   

軋作まの収縮と11，qの変化   

僕卜15からわかるように作土の収轟鉛まそれを考慮す  

るか否かで，計算過程においてllとqに変化をもたらす。  

それらの依は，次の計算式で与えられる。   

A㍊†‖×（1－α）－ト侶1一日xα×m′  

皿H（1…α」－m′α）＋II   

B監11＋＝111′  

C＝＝Å－－B  

荒卜王（1仙α－い11′α）＋ll…h仙HI¶′  

還11（1仙α）（1－汀l′）  

ただし，A：作土の収縮を考慮した（ll」仙q）  

B：  しない（′ 〃）  

H：作土輝  

α：土の収縮極致  

表伽17 水はり前後の固相率の此（α）   

上  郷   ー‡′～｝  槽   

上   0．823   0．951  

下   0．812   0．932   

上   0．767   0．926  
2  

下   0．944   1．035   

上   0．846   
3  

0．934  

下   0．838   1．087   

土   0．813   0．996  
4  

下  1．003   0．974   

上   0．885   0．978  
5  

下   0．875  1－011  

0．822   0－937  

土       下   0．996   1．002  

妻 上   
0．831   

0．906   

1．056  

1．018  

上   0．805   0．94ま  

ド   0．838   0．954  

土  0．819  岳  
下   8．878  

1   15．501   15．732   

平   均  0．861   0．983  

上式を恥－て，上郷，高楠両地虜のllとqを計算した  

結果が，泰血18である。  

この発から，作土の収縮を考慮することによって，h  

は増しqは減少するという現象を示すことがわかる¢す  

なわち（11＋（1）の値は，それぞれの変化慮が相殺され  

るために，それほど大きな変化魔として襲われないので  

ある（嚢中Cの依を参！昭）。  

水はり別の上組字体粗率  
水はり接の」：洩ニ㌻体概率  

m′：水はり後の水分体積率  

tl：水はり水深  

図川M14 ニヒの収縮の膜粟憫  

「  
衷…18 ニヒの収縮と11、（tの関係  

J剛  

きl    】】′ 水ほり後作亮㈲  

水ほ刊‡裾作上呼  

‡讃山15 土の収縮と水はり水深  



シロカキ用水魔の構成常襲に関する銅盤研究  243  

嚢－19 シロカキ用水魔Qの諸イ蚊の概評値と  

研究紙製のまとめ  

年度の事業論文尊攻生である中川昭，中頭昭弘，加瀬於  

司，渡辺利昭の諸君，ならびに大学i；完生の弘臥忠士氏  

（現京都府庁）に多大な授助をうけた。ここに深謝申し  

上げる次第である。   

研究のとりまとめ，現場調査の指針などについて，本  

学農業土＊学科土地利用学研究室の澄田界教投，斯痩稚  

裕助教授には敦盛な肋欝をたまわった。諾んで感謝の慈  

を発したい。  

輔論．矢作川の河床低下と地下水位について   

】．矢作川の河床低下について   

近年，矢作川の河床が署しく低下してきたといわれて  

いる。農業水利にとって河床低下がもたらす援澄済は様々  

であるが，こうした彩登を吟醸する場合の基礎贋料とし  

て河床低下の実態を正しく把接しておく必繋がある。こ  

こでは，建設省中部地方建設局豊橋工事事務所の実測資  

料を使い，河床変動の碩予を整理する。   

泰鵬20は，矢作川の河口部から34km地点までの年次別  

平均河床高をあらわしたものである。表には，実測値と  

距離方向の三点移動平均の両方をのせておいた。また図  

】16は，昭和30年と50年の平均河床高（実測値）を示し  

たものである。これらの‡讃嚢からは，   

1）大正15年と昭和30年では河床高がぼぽ一致してお  

り，この間に大巾な河床変動が発生していない。   

2）昭和30年と50年を比較すると，小さくて1m，大  

きくて2．5汀i，平均して1jm程度の河床低下が発生  

している。   

3）河Ⅰコから34km地点まで，全体にわたって低下して  

いるが，明治用水頗宵工 将鑑J桐く頭首工（昭和53  

年に撤曇）の下流側で採掘れが生じている。  

ことなどがわかる。   

つぎに，図仙16の主要な水利施髄（樋門の全ては矢作  

川用水の導入で昭和40年代に撤去された）や河川合流点  

に番目し，その近傍の実測資料を隼力向に三点移動平均  

して求めた河床高が嚢㌦21である。また図血17（その1  

～そ・の12）は，各地一・烹の河㈲衰；をあらわしたものである。  

これらからおおよそ次のような特徴が指摘できる。   

4）昭和30年代紋準と昭利40年代後半のそれぞれ数年   

聞に大きを河床低下がおこっている（2，11，12，   

15，17，21，22，26kr丘の各地点）。   

5）昭和40年前換の3～4年間に，血明河床低下が止   

まったことがある（6，12，21，22，26kmの各地軋   

以」こから，水はりによる作土摩の収締が賽膵に発生し  

ていることが予想される。しかし，シロカキ絹水盛グ）水  

収支を考える場合，耕哉注より上に供給される魔（‡1＋q）  

は，作土の収縮を考慮するか否かで大きな違いが認めら  

れをいこと裾同時に明らかになり，これまでの測産経栄  

の補正をおこなう必要はない。  

Ⅵ．ま  と  め  

これまでシロカキ用水盛と立地絆性とのぎヨ射系を，上郷，  

高橋，村高地区について網蕊研究した結果と考察を述べ  

てきた。それらを鮫埋したものが泰叫19である。これに  

ょると，シロカキ用水鼠の構成婁紫である，茶発應，水  

はり水深，土堤増加魔の概算値を得ることができた。ま  

た，シロカキ用水魔を決遷する散大の柄攻撃索が地下浸  

透蕊であり，その支配的な立地特性が心土の土壌構造と  

地下水位のイ立避にあることも明らかになった。ただし今  

回の粥窓研究では，3地区という絆定のホ域についての  

結果を得たにすぎず，これらの結果を酎寸ける実測資料  

を今後つみかさねることが必翠である。すなわち，より  

多くの興った地点について，シロカキ周永腰と立地棒慄  

を把捉し，それらを鰭型化してゆくことが，矢作川用水  

地区全体のシロカキ閉水盛を罪遷する血㌦つの有力な手段  

となると考えられる。   

謝辞：本棚究のホ磯済一査，資剛叉簾に際しては以下の  

関係各す立にご協力いただいた。   

愛知県岡嫡磯地開発挙動剰捌く管理盲猟」二郷用慾水土  

地改良区，明治周水土地改良軋 高橋用水土地改良！裳。   

また，酬也開乳 剤叫のとりまとめにおいては昭和銅  
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28  32 34（km）  【2 （）  4  8  12  16  20  24  

河＝からの2圭′享離  

図肘16 河床商グ）比絞（粟盲購イ齢  

表棚21二目劉粗点の年次別河慄兼い三．・烹移軌さlえ均）  

17k持l  21krll  22   
10，3】  13．頑8  14   

10．1l  13．38  14   

10．27  13．10  13   

10．18  12．d7  13   

10．04  12．36  13   

9．66  12．36  

9．掴  12．53  田   

9．18  12．37  

9．03  12．32  旧  8．95  12．42  四  8．93  ≡ 12．40  13  

川り克：・TP．m）   
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ll㌻蒼35  ・iO  45  50  （咋）  

図…17 平均河床高の変化（その1〉  

2k！†】地点（奥m・前浜Ⅲ水矧一芸‡）  

【‡“35  ・‡（j  45  51）  （埠）   

図州17 （その2）  
6】畔地点（三角用水機下流）  

†票6・ZO   

露  

5．80  

5．亜  

5．0（  

昭35  40  45  5り  膵）  

図洲17 （その3）   
1】くIn地一一法卜将濫用水樋下流）  

明35  一拍  ‘15  50 （率〉   

楳ト17 （その4）  

12k‡】1（矢作古川合流点下流）   



シロカキ用水魔の構成翠紫に関する網査研究  247  

「 
、、  

7▼8（）   

（勾ニラ  昭35  ・用  45  50  （準）  け～i35  ぺ0  45  

区ト17 （その6）  

17k！門地点（高橋用水機下流）  

僕ト17 （その5）  

15】くIll地点（商落梢水極上流）   

昭35  4り  45  5く） （年）  

図仙17 （その6）   
22k…地点（渡用水機下流）   

l昭35  40  －15  50  （隼）  

図＋・17 くその7）  

21】用り也メ丈（乙川倉胤・㌢下流）  
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董】Jざ35  4（1  45  50  （隼き  

図…17 （その10）  

3（鮎n地点（潜水川合胤一翼上流）  

50  （彗う   明粥  10  15  

図－17 （そのi2）  

35lくlⅥ（明治頭首ここ上流）  

5そ） （準〉  ㈹  司5   

聞ト17 （そのユ1）  
33km地点（名鉄準輝線〉  

：㌻．；11  



シロカキ用水魔の柄成要素に関する研究   249   

地下水等霧線図の作瀾購いくつかの観測井の水位を  

読み取り，それらの総菜を地図上にプロットして地下水  

等高線を潜き入れるという方法がとられる。このとき，  

観測井の水位は降雨の三好響を受けることから，観測時の  

地下水流動の方向や地下水谷の位置等をみる場合には十  

分に目的を適し得るが，地下水位♂）経年的な変化をみる  

場合には，観測前の泣期にわたる降涌の状況を把接する  

ことが必嬰となる。なぜなら，地下水は地衷水のように  

鰻期間で儲閲しないため，－一ケ鞘抑こ降った両頭が残留  

し，移動していることも考えられるからである。その点  

で，今‡司の収施した資料の観測網の適期問の降雨ご状況を  
注）  

考慮した分析ができなかったことは，分析相度を落とす  

原因にをっている。しかし，地下水の変動状況を概略的  

に把擬し，その傾向を観察することは十分になしえた  

と考えている。  

ii．河床高の変化と地下水位の変化の比較   

河床高の変化と地下水位の変化を次グ）二点について比  

略してみた。  

a．経年的にみた河床低下と地下水伎の関係   

b．同じ年の渇水期と飽水期の地下水位の変化と河床  

低下との関係  

aについては，昭利35年，44年，50年の渇水期〈2月）  

の地下水位と河床高の変動の比較をおこ憩った。資料の  

6）昭利50年代から現在においては，汚び河床低下が  

大きくなっている（2，12，15，17，21，22，26，  

33km（7）各地点）。  

河床低下は，土砂の採掘，ダム建設による流下こた砂魔  

の減少などを原図としておこる。欠例‡lにおいては，左  

安川巴川で昭利38年に羽布ダムが，本川で昭利46年に矢  

作ダムが建設案工された。河床低下が発生したのは昭  

利30年以降とみられるから，少くとも昭和40年ころまで  

の河床低下はダム建設とは触関傭である。土砂採掘敦  

の資料がをいので正確にほいえないが∴鋸那i‡にわたる  

土砂採掘が河床低下のヨ三園をなしていると思われる。   

河床は砂礫雄の移勒にともなって流南方向に刻々と変  

化するものである。上に指摘した5）の特徴も，正確に  

はこうした砂礫堆の移動を考慮に入れて判断しなければ  

をらない。   

ただし，傾向的には昭和30年以降，一山・賞して河慄が低  

下してきていることはあらそえない事実である。   

2．河床低下と地下水位の変化について  

i．欠作川下流域の地下水等高線図   

矢附Ilの河床低下と地下水榎の変化をみるために，矢  

作川下流域の地下水執黛；線図の資料を収壊した（，それら  

の刷一覧が泰山22である。  

注〉 実測資料の観測憎が明確で闇濃かったためひ   

表…22 欠仲川下級域の地下水伎鋼兼儲料小磯懐  

春   縮  尺   調査三書三体   il】1  典   

100，000  圃場絹地下水闊変装務報劇磯  

と  

欠仲川地下水彩野鋼索瀾借欄   

水  
水  

下  
照町側車輌鳳雛轍’ナ曇ぎ   

調 査 f！こ  

地下水治＝メ！（2‖）   

欠作川の河床変動  

河川水位と堤内地  
況iγ… （3地】賞）  

矢作川下流域馳ド  
（渇  

地下水掛図（Z廿  

地下水牒埴瀾郡】   

地下水！離司 ＝＝‡、10！ニー）   

地下水傍線咋饗化（2池暮ノブ、き   

地下水耐実害（2仇 6廿）  

架作用相打打水鋸瀾済服狛肛1テ‡】ぎ   

愛知教曹大宰相懐潮措浄＝自然科学細   

岡崎和地下水鋼悪魔摺儲署磯  

愛知慄＝㌢大学  

壮資源開発相究金  
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関係上 河口部より14kmの地点から32kmの地点までにつ  

いてのみしか比較できなかったが，欠作川下流域の地下  

水位の変軌は十う如こ観察できる（泰叫23）。   

嚢より，河床低下と地下水位の低下と♂）閉に，かなり  

密接を関係があることがわかる。とくに昭利35年～50  

年（15年間の変動）については，河床低下が平均1．51m，  

地下水位低下が1．55m，とほぼ等しく矢作川の河床の低  

下が，周辺の地下水位に大きく形響を及ぼしていること  

が明らかである。また地下水位の低下が15年間で平均  

1．55mという結果は，以前の湧水地区で水の湧出がをく  

なったことと対応している。ニれについては，…で述べ  

る。   

bについては，昭和43年と47年の2ケ年の渇水期（2  

月）と豊水期（10月）の地下水位の差を求め，それらの  

差と河床低下との関係を比較した（嚢血2砧  

衷冊23 河†乳母；の変動と地下水位の変動（その1）  

表十銅＋河床高の変動と地下水張の変動（その2）  
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n‖．  商   

0      5  m  

14lくI  

（その1）  

拍′lく！Ⅵ  

河床商   

8，05（35年）   

6．86（50）  

〆 ・〆●  三  

‾■■■－■■■■■●－  －’－－‥・t－・・－・・…■叫仰、●●■り、H‾巨－－’‾一一‾‾れ－■ 、・・い、…・ へ・・・、＿、、．、．〔．い  
い一  

（その2）  

8．93（35）   

7．68（50）  

一一一一●－■■■、  馳喝鶴、ヽ  

ー■ 
●1、、1－－－－■－－れ－ 

－－－－－、  

5       0       5  

11．14（35）   

9．69（5（り   

…－…■ト‥・－■叫－●…【岬－・…●1－、れ■－－‥ ■－●・‥－－－－‥－・●叫…ゝ－－  

（その4）  

矢作川  
－・‾‾・！トー、・・－．：  

・糊・tt間・職昭和35年2月  

－■－－・－・－ り 〔帖半 り   

【票ト18 地下水位緋働滴‖遡  
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20！くm  

12，57（35）   

10．84（50〉  

ヽ－、… I叫－、－、－－ ‥●‥－－－‥－－－－＝  

ニニニ：・・・・・－．、．．．…．．．、．．．．．ノ〆・  ・・・・′■一一叫■‾－へ－－、・ 
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14．42（50）   
〆■  

〆  

一 ーー脚■  
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（その8）  
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（その9）  
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（その11）   
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（その】2）  
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表より次のことが統みとれる。  

1）河f二はり10kmの位音数を機にして，下流では河床の上   

界もしくは少しの低下，上流では全ての地点で河床   

低下が起っている。  

2）昭利43年から47年までの4年間における4km～32   

k‡Ⅵ地点の平均河床低下は0．3伽mである。  

3）渇水期の4糾！－】の地下水位低下は，約0．10mであ   

る。  

4）飽水期の地下水位は，約0．10m上界している。  

5）渇水期と飽水糊の地下水位の差は，昭利43年で36   

cm，47年で53cmであり，47年の方が上界商が大きい。  

以上のことから次のことが推遷されるじ  

1）渇水期の地下水枚は，河憐憫下の影響を離削こ受   

け，低下の方向にある。  

2）豊水期の地下水怯も同様に河床低下の影響を受け   

低下の方向にあると考えられるが，泰では0．10mの   

上昇を示している。これは，降雨およぴカンガイ水   

により地下水位が上昇することと対応しており，表   

州24の地下水位差1（10月）朋…ト（2月‖をみると昭和43   

年，36cm．昭利47年，53cmと増しても）ることから，   

渇水期と豊水期の地下水位差は増大する傾向にある  

と考えられる。   

3）2）の現象を俊業水利蘭から考えてみると，渇水   

期と飽水期の地下水位差の増大楓 カンガイ初期の  

シロカキ・田植期のfR水魔の増加を引き起こす。  

Ili．矢作川とその周辺の地下水位変動と湧水地域につ  

いて   

矢作川をほ闇沖咤にして，産着2．5km巾ク）地下水位横  

断面図，現況地盤高，東灘川の河床霜について昭ネlほ5年  

と昭和50年の状況を示したのが図血18（その1～その12）  

であり，この聞から15期首妄‡の地下水位グ）変化がかなり明  

瞭にわかるので，これについて特に吟味してみる。   

一望ト19（その1～その2）は，緋！j35年と5時の地下  

水等高線と地下水谷の位置を示したものである。  

i岳血aで示されたように，15研ぎjヨの欠作川の平均河床  

低下と平均地下水伎偲下は．両童とも約1．5mであった。  

このことから，地下水等高線と地下水谷の位置に大きを  

変化があると予想される。ところが，図よりその変化が  

それほど顕著にみられなし、。これは，地下水枚の低下が  

爽作川付近だけに眠らず，広托囲にわたって（少をくと  

も耐則2．5km）発生しており，その低下厳がほぼ閻魔で   
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あることを示している（l封…18，嚢仙25参照）。   

また，20km付近を焼にして（矢作川と乙川との合流地  

朝、下流に比べて上流の地下水位低下が大きいという特  

徴をもつ。   

次に地下水位の変動と湧水地域の関係について吟味し  

てみる。図十20（その1～その3）は，昭利35年，44年，  

50年の湧水地域と地下水位♂）高い地域（深さ1m東浦）  

を表わしたものである。これらの図から，湧水地域が急  

激に減少していることがわかり，昭和50年の時点では傲  

葉上の湧水の利用がきわめて園錐にをってきていること  

が明示されている。また，図州…20（その1）の昭和35年  

の湧水地域ほ，「昭利36年度矢作川土地改良勾涼業変更計画  

潜」の嚢2…7に示されている湧水状況とかをり対応し  

ている。   

例えば，かつて湧水利用がかなり相棒的に行なわれた  

岩音軋北野用水池夏は，l詞中の湧水地域と品数している。  

ただし，上郷地区については，湧水利用の方法（自噴漣  

ではなく掘り下げた宗達川，渡刈川をどの水路で領水を  

垂水して利用する方法）から考えて，懸からそれほど地  

下水佗は高くなかったと思われるが，昭利35年の時点で  

既にかなり地下水佗の低下が起っていたと予想される。  
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衆…25 矢作川榔忍の地ド水蜜軌（S35～S50）  

地＋点   イ；  揮  

】くm   キョり  2．Oknt  1．5knl  1．Ok‡？1  0．5k汀l  0．5k！Ⅵ  LOkml套1．5k    n  nl  1＝  m  n  nl巨  田  2．13  2．63  2．50  l．38  0．88  0．88 … 0．8  16    1，25  l．63  1，63  0．25  0．25    0．7  18    1．50  1－75    1．88   1．50  1．25  1．0  20  l．75  1．88  2．00    1．50   1．00  l．00  1．0  22  1．75    2．25    2．25    2，00     3．00  2．63  2．0   

22′  1．50   1，25   1．63   1．88     3．00  3．38  ニー丁  24  2，25  2．75  2．75  2．00  1．75  L75  1．7  26  2．00  3．25  3．25  2．50  L75 巨 3．50   3．3  28     3．25  2．13  0．63  0．63  0．7   
平 均   2．10   2．33   1．88   1．53   

1・705  
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以上 河床低下と地下水位の変化及び湧水地域の変化  

についてみてきたが，資料不足ということもあって十分  

な分析ないし考察はできをかった。   

しかし，ここである程度の傾向は把握できたように思  

われる。例えば，河床低下と地下水位低下の関係およぴ  

そのおおよその彫響鶴園や湧水地域の減少状況などがそ  

れである。   

虚業用水濃との関係でいえば，水張り，シロカキ期の  

地下水酎袈水ま汲の増加lや寮生期初期の地下授透魔の増加  

を促していること。ならびに，水源として利用されてい  

た湧水一浅層地下水が柏渇し，水源転換を余儀なくされ  

たことなどである。   

とくに前者については，今後の虚業用水霧薯蛍を考え  

る場合に無視できか、問題であり．なお詳細を調査，分  

析が必要となるであろう。  
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Surnrnary 

In tl－e YAHAGIdrainage basin、Vl－icllis situatedirlthe eastern pal、t of Aichip王・ereett1日㍉痛e auth。rS  

l－紺e reSearCl－edもile elements or、Vatel▼l、equil・eme†1t for rice rield pr叩aration．Main resl11ts obtaiIled  

are as rollows，   

Tl－e eleme－－tS Or ti－e、閥tei・1・equiremeTlt rOr PreParatio－－are e、7aPOration，ti－e deptl－Or rlooding water，  

the saturation of the surface soil，and percolation・王n a rough cstimate，CVapOrationis2－3mm，the  

deptl－ Or rlooding wateris40mmパhe satu柑Lion or the surraee soilis‡ess th乱r140mm，perCOl乱tion  

isO岬200mm・Commoniy，the waterl、eqtlireme－－t rOr Pl・eP乱rationis80－120mmi－一礼ilトdrained paddy field，  

100】150mmin a、Velト（ll・ai－1ed paddy rield and150－250mmin ale乱ki11g Paddy rield， Theェ、erOエーe，tlleSe  

differences are based on the totalor the satul、ation or痛e surfacもsoiland percolation．   

Tlle Satul、ation o＝－e Sulイ乱Ce SOilisinrlt－e－－Ced by tl－egrOun（トwater table・WheI＝he grouIldwater  

t乱bleislower thanlm rrom ground surrace，Satuエ・alion has a maximum quantity or40mm．Percolation  

is；nrluenced by the gI、Oundwatel、table and the soilもexttllte Or tlle Subsoil（particulal・1y，ti－e COe汀icient  

Of water pcrmeability）lWhcrlthewatcr FCquircmentforprcparationiscalculated，iLis an e［fcctivc mcans  

to eslabl；sllPatlel、nS rOr the groundlVater tal）le and tile SOiltextl】re Of the subsoil．   




